
開催日時 令和３年７月２８日（水）１９：１５～２０：４５

開催場所 北川村立北川小学校 多目的ホール

出席者

■委 員 永野委員、森本委員、小笠原委員、田中委員、山﨑（美）委員、
     山﨑（和）委員、小松委員、弘田委員、阿部委員、田所委員
     倉斗委員及び中山委員（リモート参加）  計１２名
■アドバイザー 柳川アドバイザー
■文部科学省  小林様 鈴木様（リモート参加）
■村幹部 上村村長
■事務局 野見山副村長、西岡教育次長、百々次長補佐

議題

（１）委員長、副委員長の選出
（２）今後の検討に向けて
   ・報告書目次案について
   ・検討スケジュールについて
（３）北川村の概要、教育方針、教育関連施設の現状について
（４）進捗状況の報告
   ・教員、保育士ワークショップ
   ・住民ワークショップ

配付資料

・議事次第  ・配席図  検討委員会名簿  ・検討委員会設置要綱 
・報告書目次案（資料１） 
・検討スケジュール案（資料２）
・北川村の概要、教育方針（資料３）  
・教育関連施設の現状（資料４）
・教員、保育士ワークショップ報告（資料５－１）
・住民ワークショップ報告（資料５－２）

・上村村長挨拶
・小林様挨拶（文部科学省大臣官房文教施設企画・防災部施設企画課課長補佐）
・委員の紹介

（１）委員長、副委員長の選出
・設置要綱第５条により、委員による互選とする
・事務局案として、永野委員に委員長、副委員長に田所委員を提示
・委員一同賛成挙手により事務局案に決定
・永野委員長より挨拶

第１回北川村文教施設・子育て環境等整備事業基本計画検討委員会 議事録

議事経過



（２）今後の検討に向けて（報告書目次案、検討スケジュール）
【柳川アドバイザー】
・目次案及び検討スケジュール案を基に説明

【小笠原委員】
・第１章の計画の背景では、村全体のことや教育の概要・背景をお示しする章であ
る。この章にこれから目指していこうとする姿や教育のあり方を明記するようになっ
ているが、これは背景や現状に該当するものではないのではないか？
【柳川アドバイザー】
・お伝えいただいたとおり、これから目指す方向性やあり方については、第２章に組
み入れて再構成してまいりたい。
【小笠原委員】
・第４章の中で、災害拠点という標記があるが、防災という表記に変更していただき
たい。
【柳川アドバイザー・事務局】
・了解しました。

（３）北川村の概要、教育方針、教育関連施設の現状について
【西岡次長（事務局）】
・村の概要及び教育方針について資料を基に説明
【柳川アドバイザー】
・教育関連施設の現状について資料を基に説明

【山﨑委員】
・北川学は地域資源を活用しながら子ども達が探究的な学習を深めており、聞いたり
伝えたり表現したりする力も身についてきている。この活動を行うに当たっては、地
域の方々の協力を得て活動が成り立っており、大変感謝している。また、オンライン
英会話では、保育から中学校までネイティブの方との会話を通してスピーキングやヒ
アリングの力を高めている。今後も特色ある取組として継続して取り組んでいきた
い。
【田所委員】
・今後のあり方を我々委員が検討しあり方について判断していくには、大変ハードル
が高いと感じている。事務局としてどのように進めていくのか聞かせていただきた
い。
【西岡次長（事務局）】
・シュミレーションを行い、複数の案を提示しながら委員の皆様に検討していただく
ことも考えている。

議事経過



【柳川アドバイザー】
・ワークショップで出された意見を検討委員会でも紹介し、適宜反映しながら案を提
示させていただきたい。いずれにしても、建物の配置や予算など複数提示するなど、
判断材料となる資料は事務局で提示させていただきながら判断を仰ぎたいと考えてい
る。

（４）進捗状況の報告（教員・保育士ワークショップ、住民ワークショップ）
【柳川アドバイザー】
・それぞれのワークショップ報告資料を基に説明

【委員一同】
・質疑なし

・田中委員（北川村教育長）挨拶

議事経過


